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古典籍書誌データ構造に対応したLinked Dataへの
半自動変換

吉賀 夏子1,a) 只木 進一1,b)

受付日 2017年5月9日,採録日 2017年11月7日

概要：Web上には，江戸時代以前の書籍である古典籍の書誌および画像データが多数公開されている．こ
れらのデータの活用には，古典籍を構成する序や跋などの情報を含めて，Linked Data形式などへ構造化
することが有効である．古典籍の書誌データは専門用語が多く，構造化のためには，一般には専門家の手
作業が必要であった．本稿では，形態素解析と注記の記述様式に特化したスクリプトを活用することで，
半自動でこうした作業を実施する方法を提案する．また，具体的なコレクションへの適用を通じて，手法
の有効性を検証する．提案手法は，コレクションごとに軽微な調整で適用できる手法であり，古典籍の書
誌データを構造化するために有効である．

キーワード：Linked Data，固有表現抽出，非構造化データ，オントロジ，古典籍書誌
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Abstract: A large amount of bibliographic data and images of Japanese historical rare books, published
during the Edo period and before, have been accessible recently on the Web. For utilization of those data,
it is effective to convert information including book parts such as preface and epilogue into well-formed
data format like Linked Data. Such conversion, in general, has required handworks by persons with special
knowledge. This paper proposes a new semi-automatic method for this task, where the method employs mor-
phological analysis tools and scripts specialized to formats in bibliographic notes. The method is evaluated
by applying it to some collections. The method can be applied to a collection with small amount of tunings,
and is effective to formalize bibliographic data of Japanese historical rare books.
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1. はじめに

Web上には，近世以前の書籍である古典籍の書誌情報お

よび原本画像が，国内外の様々な組織により多数公開され

ている [1], [2]．古典籍の研究者にとって，研究対象とする

書籍のみではなく，その書籍に関係する周辺の書籍あるい

は文化財とその成立に影響を与えた人，人の役割，時，場
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所などの単語（以下，これらを固有表現 [3]と呼ぶ）につい

て注記事項を含めて精査し，その書籍の位置付けを知るこ

とは重要である [4]．たとえば，その書籍を構成する表紙，

序文，
ばつ

跋文（後書き），挿絵といった「部品」の著者，作成

年，作成地などの来歴である．

このような事物の関連を分析可能にする手段として，図

書館，博物館などの書誌データを発行する組織（以下，書

誌データ提供者と呼ぶ）は，書誌から固有表現を抽出し，

関連情報へ導く URI [5]を紐付ける Linked Data [6]化を試

みている [7]．これにより，書誌利用者は．Web上の関連

情報を横断的かつ機械的に分析することが可能になる．
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一方，従来の古典籍に対する書誌データは，人が読んで

理解することを前提としており，注記事項として記載され

ることの多い序文や跋文などの部品の著者，作成年など，

古典籍の分析に必要な情報を機械可読なデータとして登録

する枠組みが整備されていない [8]．対象書籍の序文や跋

文の著者といった書籍成立の手がかりになる情報は，凡例

の略号を付加した値あるいは非構造的な注記事項として記

述される．これら注釈的記述方法は，通常メタデータ作成

機関ごとに定められている [9], [10]．

古典籍書誌データの Linked Dataを作成するには，固有

表現抽出，人名や件名の名寄せ，データ項目および専門用語

の整備，内容確認の大半を，古典籍自体の内容に精通した専

門家の助けを借りて手作業で行う必要があるため，多大な

コストがかかる [11]．特に，部品情報や書籍の来歴などは

注記に記載され，データ化対象から残される可能性が高い．

これらの課題を解決するために，既存の書誌情報から，

部品情報や来歴を含む古典籍の書誌記述に適応した構造的

データに変換し，Linked Dataとして機械可読にする半自

動的手法を提案する．

従来，Linked Data化を目的とした固有表現抽出では，

形態素解析ツールや文脈パターン認識を用いた一般的な手

法が用いられてきた．本研究では，それらの手法を，古典

籍で使用される単語や書誌学用語に対して拡張する．その

ために，あらかじめ，目録記述規則およびWebから収集

した研究対象周辺の予備知識を利用する．また，実際の書

誌データを構造化する枠組みとして，古典籍を構成する概

念およびそれに紐づく固有表現やデータ項目の関係に関す

る機械可読な構造的知識（以下，オントロジ [12]と呼ぶ）

を用いる．提案手法では，対象コレクションに応じた手作

業による若干の調整と確認が必要なため，提案手法を「半

自動変換」と呼ぶ．

古典籍の専門家によって内容確認済みのオントロジおよ

び Linked Dataは，Webで共有および再利用可能な知識

データとなり，類似分野の書誌データへの活用が容易とな

る．また，部品情報までが構造化された Linked Dataを用

いて，古典籍研究者は対象古典籍に関連する人脈，時空間

をはじめとした様々な書誌情報を，URIを通じ，部品単位

で高精度かつ機械的に取得することが可能となる．

本稿の構成は以下のとおりである．Linked Dataへの半

自動変換および書誌データ構造化手法について 2章で述べ

る．3章では，提案手法の有効性について述べる．4章で

まとめおよび議論とする．

2. Linked Dataへの半自動変換手法

2.1 概要

図 1 に提案手法の概要を示す．目的の Linked Dataを

出力するには，大別して固有表現抽出（2.2 節），外部機関

で作成された標目 URI（以下，外部リンクと呼ぶ）の整備

図 1 Linked Data 生成半自動化の手順

Fig. 1 The process of semi-automated generation of Linked

Data.

表 1 自動化スクリプトおよびその入出力の概要．図 1 に実行位置

を示す

Table 1 Scripts and their inputs and outputs. The generation

process is shown in Fig. 1.

略称 用途 入出力

A 形態素解析 （入）書誌データ

（出）形態素解析結果

B 文脈（B1）および推測 （入）同上

（B2）による固有表現 （出）固有表現クラス由来情報

判定 （CSV）

C 固有表現由来情報登録 （入）同上

（出）固有表現クラス由来情報

（関係データベース）

D データクリーニング （入）同上

（出）不要データを除去した由来情報

E 固有表現への URI 付与（入）同上

（出）基底 URI と由来情報から整形

した URI

F 外部リンク探索および （入）固有表現表記名および英語名

典拠データベース*登録（出）外部リンクの URI および統制語

G 書誌オントロジ生成 （入）基本オントロジおよびオントロ

ジ表現データ

（出）書誌オントロジ

H Linked Data 生成 （入）A の書誌データ，D の固有表現

由来情報，F の典拠情報および

G の書誌オントロジ

（出）Linked Data

CSV：コンマ区切りのデータ（Comma Separated Values）．

*外部組織が蓄積する一意に識別可能な単語情報を格納する

データベース．

（2.3 節）および構造化データ（オントロジ）生成（2.4 節）

の 3つの手順で取得したデータ（表 1 の A，D，Fおよび

Gの出力データ）を Linked Data生成スクリプト（表 1 H，
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2.5 節）に入力することで得られる．各手順には，調整や

確認などの若干の手動処理がある．これらは，データ提供

者によって実行し，固有表現抽出状況，外部リンクおよび

オントロジ表現データの内容確認は古典籍の専門家が手作

業で行う．

提案手法は，佐賀大学附属図書館所蔵の市場直次郎コレ

クション [13]の書誌データセット [14]（以下，Ichiba と記

す）を対象に開発してきたものである [15], [16]．提案手法

により Linked Data化したデータセット*1および SPARQL

エンドポイント*2を公開している．

2.2 古典籍の構成を表す固有表現の抽出

古典籍の情報を構造化するとは，書誌中のメタデータ [17]

を表現する概念の集合，つまり，固有表現の集合を構造化

することである．古典籍の場合，現在流通している書籍の

書誌に準じ，古典籍の題名，著者名，刊行年など，一部の

項目が独立して記述される一方，その他の詳細項目は注記

に自然文で記述されている（表 2）．

古典籍に特徴的な詳細項目の記述方法は，国立国会図書

館の日本目録規則 [9]，国文学研究資料館 [1]の日本古典籍

書誌レコード作成要領 [18]，アメリカ議会図書館の目録規

則 [10]にまとめられている．たとえば，国立国会図書館の

表 2 既存の Ichiba 書誌データの例

Table 2 An example of bibliographic data of Ichiba in the

original form.

書誌項目 値

整理番号 45

分類 5-1-(2)-(6)-(6)

分類 1 文学

分類 2 国文

分類 3 小説

分類 4 -

分類 5 洒落本

書名 青楼心得艸

読み セイロウココロエグサ

書型 -

巻冊 -

編著者 （二世）蓬莱山人作

刊行・書写年次 安政四年序

西暦 1857

巻写 写

注記 安政四年一月蓬莱山人序。

天明五年刊「息子部屋」ノ改題本ナリ。

印記 1

文庫 市場

他 -

*1 http://www.dl.saga-u.ac.jp/OgiNabesima/ichiba/tenseki/
tensekiInstances.rdf

*2 https://www.metabridge.jp/sparql?lu=
cwuboswnkghofpjoizlg

日本目録規則の「古.0.3.2 各書誌的事項の情報源」および

「古.0.4 記述すべき書誌的事項」によると，古典籍書誌の

主な情報源は，タイトル，責任表示（著者，書写者，
し ょ し

書肆

名など），出版・頒布情報，形態，シリーズおよび注記とさ

れる．特に，記述すべき書誌的事項とされるタイトル，責

任表示，出版・頒布に関する情報源は，表紙，見返し，序，
ばつ

跋（後書き）など，書籍の一部とすることが明示されてい

る．本研究では，これらの書籍の一部を示す用語を「部品」

と呼ぶ．「古.7.3.1（タイトルに関する注記）」「古.7.3.2（責

任表示に関する注記）」においても，データ提供者は，これ

らの部品情報を，別途定められた略号を用いて注記するこ

とが推奨されている．部品の情報を記述する理由は，古典

籍では，破損や汚れなどで，書籍名や著者，刊行年，現代

書籍で必須となっている事項が確定しない場合に，書名の

候補としていくつかの部品にある文字列を採用することに

なるからである．このように，古典籍の分析に必要な事項

の多くが部品名に対応して記載される．

そこで，目録規則に用いられている部品名を抽出する．

同時に，書誌データの内容，形状などの客観情報および成

立状況など，研究者が求める周辺情報に関連する，部品名

以外の固有表現クラスを特定する．固有表現クラス名と特

定した固有表現の一部を表 3（文献 [16]の表 3 に専門用語

および分類の項を追加）に示す．本稿では，部品名および

ロール名以外の専門用語および書籍の分類名も，固有表現

クラスとした．

注記などの非構造化テキストに対し，句読点などの記号

で 1文単位に区切った後，MeCab [19]による形態素解析を

行う（表 1 A）．その際，MeCab用基本辞書の UniDic [20]

に加えてユーザ辞書を用いる．ユーザ辞書作成の準備とし

て，古典籍の読解に必要となる，時節用語，人名，題名，部

品，ロール，それ以外の専門用語群および書籍の分類名を，

DBpedia [21] や NDLA [22]，専門用語サイトなどのWeb

資源からあらかじめ収集し，固有表現クラスに分けた単語

リストに登録する [16]とともにユーザ辞書とする．辞書用

単語リストには，形態素解析時に固有表現クラス名を識別

表 3 古典籍書誌データの固有表現クラスおよび固有表現の例

Table 3 Classes of named entities, their definitions and exam-

ples for bibliographic data of Japanese historical rare

books.

固有表現クラス 定義 固有表現の例

時 時を表す語 安政，四年，春，卯月

場所 場所を表す語 江戸，京都，大阪

人名 人名・団体名を表す語 梅暮里谷峨，栄久堂

題 作品名を表す語 息子部屋，青楼心得艸

部品 書誌記述対象となる語 表紙，序，跋，見返し

ロール 人名の役割を表す語 作，画，翻訳，編，写

専門用語 上記以外の専門用語 解題本，折本，後印

分類 分類名を表す語 文学，（分類名の）洒落本

c© 2018 Information Processing Society of Japan 259



情報処理学会論文誌 Vol.59 No.2 257–266 (Feb. 2018)

図 2 Linked Data 化された書誌データ（表 2）の一部．「000」「000-13-0-4-4」などを基底

URI（http://www.dl.saga-u.ac.jp/OgiNabesima/ichiba/tenseki/）末尾に付けること

で URI となる．また，ダブルクォート内の文字列は URI に対応する識別用ラベル名を

それぞれ表す

Fig. 2 A part of bibliographic data (Table 2) converted into Linked data. Numer-

als such as “000” and “000-13-0-4-4” express URIs by suffixed after the base

URI (http://www.dl.saga-u.ac.jp/OgiNabesima/ichiba/tenseki/), and double-

quoted strings show corresponding labels respectively.

可能とする解析用フラグを付加する．加えて，辞書に登録

する単語が基本辞書上の単語より優先的に判定されるよう

に，各単語に設定されているMeCab累積コスト値を適宜

調整する．部品，ロールおよび専門用語クラスの単語リス

トはオントロジ表現データの入力にも流用する（2.4 節）．

こうした準備の後，形態素解析を実行し，同定された単

語に対して固有表現クラスの判定を行う．まず，各単語の

解析結果に出現する固有表現クラス名のフラグで判定す

る．フラグで判定不可能な単語群に対して，固有表現クラ

ス別に簡易な文脈（B1）および推測（B2）判定スクリプト

（表 1 B）を実行する．スクリプト B群については，コレ

クションの書誌内容あるいは記述形式に対応する必要があ

る．Ichiba の B1スクリプトの場合，時クラスでは，年号

など時節用語，もしくは，数字と年月日など時の単位の組

合せ，「同年」などの省略的記述が文中に出現した場合に

該当単語群を「時」と判定する．題クラスでは，鉤括弧に

括られた文字列を「題」と判定する．人名クラスでは，事

前に対象分野および時代に使用された屋号（屋，堂，亭な

ど）あるいは呼称（氏，山人，主人など）が文中に出現し

た場合に直前の単語を含めて「人名」と判定する [15]．そ

の他のクラスについては，スクリプト B群を実行しない．

人名については，書誌利用者ユーザ辞書に登録可能な情

報が少なく，固有表現抽出精度が他クラスより低い [16]．

そのため，パターン解析で判定できない単語に対し，人名

を推測する B2スクリプトを利用して可能な限り抽出する．

たとえば Ichiba 注記では，1文に含まれる単語数が通常 10

語以下と簡潔で，1文に付き 1つの出来事を含む．また，

表 2 注記「安政四年一月蓬莱山人序。」のように，部品名の

直前に人名が並ぶ文体が多い．そこで，1つの注記文から，

時，部品，ロールなどの判定済み単語および助詞，記号類

などの除外可能なMeCabの品詞を差し引き，残った単語

群が部品名の直前にあればそれを人名と判定する [16]．

スクリプト B群を実行後，固有表現クラス名，レコード

番号，項目番号，文に割り振った番号，文中の単語位置情

報，単語およびURIの項目で構成される固有表現の由来情

報を，固有表現由来情報データベースに自動登録（表 1 C）

する．このとき，由来情報データベースに格納されてい

る単語位置情報を利用して，単語の重複や連続，誤りな

どを検出し，1つの単語に再構成するデータクリーニング

（表 1 D）*3を実行する．

データクリーニング後，書誌データを図 2 に示す Linked

Dataにするために，元の書誌データの項目および値に加

え，抽出したすべての固有表現および固有表現間の関係，

固有表現クラスに対し，一意の URIを付与する．そこで，

各固有表現に対し，表 1 Eのスクリプトで基底 URI *4およ

*3 文献 [16] におけるクリーニングスクリプト．
*4 Ichiba の基底 URI は http://www.dl.saga-u.ac.jp/OgiNabe

sima/ichiba/tenseki/である．
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び固有表現由来情報に基づく URI（図 2 参照）を生成し，

由来情報データベースに登録する．固有表現クラス自体の

URI，固有表現クラス間の関係を表す URI，書誌データ項

目を表す URIは，基本オントロジ作成時にオントロジ作

成ツールで作成する．部品，ロールおよび専門用語につい

ては，2.4 節で用語オントロジを生成する際（表 1 G）に，

各固有表現クラス名とリスト上の番号を組み合わせた URI

を自動生成する．これらの対象コレクションに関する URI

が外部情報資源の URIと等価であればスクリプト G実行

時に紐付ける（表 1 F）．

また，書誌データの各項目に対応する，項目名，固有表現

クラス名，Dublin Core [23]などの標準メタデータスキー

マなどをリストにした書誌項目に関するデータを作成す

る．書誌項目に関するデータは，2.5 節の Linked Data生

成時に利用する．

2.3 固有表現と外部情報資源の接続

固有表現として抽出した単語に対して，DBpedia，The

Getty Vocabularies [24]，VIAF [25]，NDLAなどの外部組

織で定義されている Linked Data形式の単語情報に紐付け

る．Linked Data形式の単語情報には，Webで一意となる

識別子として URI（外部リンク）が紐づく．そこで，事前

に用意した典拠データベースに，抽出した固有表現，固有

表現の出典元，スクリプト（表 1 F）で自動探索した外部

リンクおよび表記名を蓄積する．その後，典拠データベー

ス上の単語定義情報を手作業で確認する*5．

2.4 書誌オントロジの定義および構築

2.2 節で特定した固有表現クラスは，古典籍書誌の内容

を構成する概念の集合である．これらは，オントロジ言語

OWL [27]を用いて，それらの関係を構造化することで，機

械的処理が可能となる．

古典籍の読み解きを目的とした周辺情報の検索において

は，書籍の構成部品に紐づく情報が求められる [28]ため，

本研究では，目録規則における書誌記述対象である部品

を単位として構造化する．そのため，EDM [29]，CIDOC

CRM [30]，FRBROO [31]など，作品構成を作品成立にま

つわる出来事として記述可能な文化財用形式オントロジの

考え方を基に，古典籍世界での書誌学のルールに従って簡

易な書誌オントロジを定義する．これにより，たとえば，

古典籍自体の著作情報とは別に，部品の表紙に表紙画の作

者名，作者のロール，題名，作成日，作成地など，部品自

体の著作情報を書誌データとして登録可能となる．

*5 探索自体は容易であるが，人名，地名などの固有名詞には表記揺
れや別名が多く，特定の自動化は困難であり [11]，専門家による
同定が必要である．適切な典拠データの同定を支援するために，
たとえば，Open Calais [26]のように，候補となる典拠に対して
関連する周辺情報から確率を求めるような機械学習的仕組みの導
入も選択肢の 1 つとなる．

図 3 簡易な古典籍書誌オントロジ

Fig. 3 The simple bibliographic ontology for Japanese histor-

ical rare books.

提案書誌オントロジ（図 3）は，古典籍と固有表現クラ

スおよび各メタデータ項目の関係を記述する基本オントロ

ジと，部品，ロールおよび専門用語について詳細な関係を

記述する用語オントロジを組み合わせた構成とする．基本

オントロジは，古典籍とその部品の関係のほかに，代表書

名となる外題と題名の候補である内題の関係のような，古

典籍分野特有の関係を考慮しながら，オントロジ構築ツー

ル [32]を用いて作成する．

次に，表 3 に示す部品，ロール，専門用語の固有表現

クラスが内包する固有表現群について，その定義に加え，

等価および包含の関係を用語オントロジとして定義する．

その際，各固有表現にオントロジ表現データと呼ぶ，固有

表現の関係を表現した略記号を便宜的に付加したデータ

を，2.2 節で作成したMeCabユーザ辞書用単語リストに

追加する．オントロジ表現データは，固有表現表記，関係

記号，検索用英語表記からなる．なお，固有表現表記およ

び検索用英語表記については，等価な語彙定義を持つ外部

リンクを探索し，典拠データベースに格納するスクリプト

（表 1 F）で利用する．

図 4 にオントロジ表現データの例を示す．たとえば，固

有表現「序」では，あらかじめ序の URIを TFB15 *6と定

義する．この TFB15は，固有表現「序中」と等価である

ため，等号「＝」を付加する．後に，等号が付加された固

有表現は，等号の左側の固有表現，すなわち序と等価とし

て登録する．序と題の複合語である「序題」の場合は，序

と題の複合語と等しいことを等号とコロン「：」で＝ (序：

題)と表現する．序題は，書誌学のルールで「内題」のサ

ブクラスとなるため，包含記号「⊂」を用いる．

オントロジ表現データおよび外部リンク情報を作成後，

スクリプト（表 1 G）を実行する．スクリプト Gに基本オ

ントロジおよびオントロジ表現データを入力すると，各固

*6 TFBは Terminology for bookbinding（製本用語）の略．序の
URI は http://www.dl.saga-u.ac.jp/OgiNabesima/ichiba/
tenseki#TFB15 に示す．
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図 4 オントロジ表現の例

Fig. 4 Examples of the ontological expressions.

有表現に対し，クラス型，基本オントロジで設定したクラ

ス間の関係定義，対象の固有表現と等価である外部リンク

についての情報を読み込み，OWLで記述した用語オント

ロジを自動生成する．その後，基本オントロジと合わせて，

書誌オントロジ全体を出力する*7．これにより，元の書誌

データから，提案書誌オントロジ中に記載されているデー

タ構造に準拠した Linked Dataに変換可能となる．

2.5 提案オントロジに対応する Linked Dataへの変換

最後に，表 2 の書誌データに 2.4 節の提案オントロジを

適用し，RDF形式のデータに自動変換する（表 1 H）．ス

クリプト Hに書誌データを入力すると，提案オントロジ

で定義した古典籍どうし，古典籍と固有表現，固有表現ど

うしなどの関係定義，スクリプト Eおよび Fで生成した

URI情報，書誌項目に関するデータ上に記載されている標

準メタデータを参照して，書誌データ項目と値の関係を示

すデータの組（トリプル）を出力する．

3. 提案手法の有効性

本章では，小規模な古典籍書誌データ Ichiba（佐賀大学

附属図書館所蔵の市場直次郎コレクション，典籍の部）お

よび大規模な古典籍書誌データのKokubun（国文学研究資

料館所蔵の日本古典籍データセット [33]）に提案手法を適

用し，Linked Data化についての有効性を検証する．解題

は，古典籍の解説であり，注記と記載内容が異なるため，

*7 生成結果は http://www.dl.saga-u.ac.jp/OgiNabesima/ichiba
/tenseki/index.rdf から取得可能．

本稿では形態素解析の対象としない．

検証は，以下の項目について，人手のみで Linked Data

化を行う場合（以下，人手と呼ぶ）と比較した場合に本手

法による Linked Data化が妥当かどうかの観点から行う．

( 1 ) 提案手法の利点

( 2 ) 注記項目から固有表現抽出を行う意義

( 3 ) MeCabによる単語切り出し精度

( 4 ) 固有表現抽出精度

( 5 ) スクリプト群の汎用性

( 6 ) 抽出単語の外部リンクへの接続の容易さ

( 7 ) 生成した Linked Dataの評価

( 8 ) 提案手法の適用可能性

なお，半自動化処理にあたり，MeCabユーザ辞書（2.2節）

およびオントロジ表現データ（2.4節）は，Kokubunと Ichiba

間で共通の語彙が多いため，Ichiba のデータを基に追加し

て作成した．

3.1 提案手法の利点

古典籍書誌から Linked Data を人手で作成する作業で

は，Linked Data化作業に携わる人が古典籍の書誌学，目

録記述規則および周辺知識に加え，データ変換に関連する

情報処理技術にも精通することが前提となる．提案手法で

は，人手で管理していた専門的知識をデータ化し，煩雑な

情報処理を可能な限り自動化することで，一定の質を保つ

Linked Dataを生成できる．その結果，古典籍の専門家は

確認作業に注力できる．
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3.2 注記項目から固有表現抽出を行う意義

Ichiba および Kokubun の書誌項目で，固有表現抽出を

行う項目を図 5 に示す．これらの書誌項目は，記録すべき

項目に書誌学的な慣例が存在するため，類似している．

分類以外の固有表現クラスに注目する（図 5）．Kokubun

の項目は，Ichiba より粒度が細かく，題（内題に相当する

記載書名），ロールおよび部品に相当する項目が独立して設

けられている．加えて，Kokubun の注記項目にも，Ichiba

と同様に様々な固有表現が記載されている．また，Ichiba

および Kokubun ともに，登録された書誌の半数以上に注

記の記載がある（表 4）．

表 5に，全項目中に対する注記中の固有表現出現数の割合

を書誌データおよび固有表現クラスごとに示す．Kokubun

には，場所，題（記載書名），部品，ロールに対する独立

した項目があるため，Ichiba に比べて，注記に記載されて

いる固有表現は少ない．また，専門用語および分類を除く

固有表現クラスごとに固有表現出現割合の平均をとると，

図 5 固有表現抽出を行う項目

Fig. 5 Entries for extracting named entities.

表 4 Ichiba および Kokubun における全レコード数および注記あ

りレコード数．カッコ内は全レコード中の出現割合

Table 4 The numbers of the records and those with note fields,

for Ichiba and Kokubun collections. Their ratios are

shown in brackets.

書誌データ 全レコード数 注記ありレコード数

Ichiba 222 210 (94.59%)

Kokubun 981 645 (65.75%)

Ichiba の場合には 70.48%，Kokubun の場合には 24.15%の

書誌が，注記に固有表現を含んでいる．

3.3 MeCabによる単語切り出し精度

MeCab 搭載の評価ツールを用いて，Ichiba および

Kokubun の注記文に対する単語切り出し精度を計測す

る（表 6）．Kokubun は，MeCab基本辞書 UniDic [20]の

みを用いた解析精度が Ichiba に比べて高い．その理由は，

Kokubun の注記文が，国立国会図書館などと同様に，目録

規則で採録方法が明確に示されており，Kokubun の表記揺

れは Ichiba よりも少ないことから，単語切り出しが容易と

なるためである [18]．

3.4 固有表現抽出精度

表 1 で示した各スクリプトについて，固有表現クラスご

とに抽出精度を測定した結果を表 7 および表 8 に示す．

ただし，時クラスのクラス判定では，たとえば，「安政」「4

年」「1月」など，連続した単語群で時の意味をなす場合，

「安政 4年 1月*8」で正解とする．

Aとして示したMeCabユーザ辞書の作成による抽出精

度は，両コレクションのすべてのクラスで上昇した．特に，

題，部品，ロールおよび専門用語クラスの抽出精度は 0.8

以上となった．一方，時，場所および人名クラスでは，時，

人名および題に適用した B群を適用することで，B群未適

用である場所クラスの判定精度も上昇した．Ichiba 人名ク

ラスに適応した B1および B2により，判定精度は 0.429か

表 5 各固有表現ごとの，全項目中に現れる固有表現数に対する注記

中のそれの割合

Table 5 The ratios of words in the note fields to those in the

records, for each class of named entities.

固有表現クラス Ichiba Kokubun

時 53.94% (130/241) 33.08% (171/517)

場所 98.37% (121/123) 4.39% (36/820)

人名 67.35% (427/634) 38.53% (1,040/2,699)

題 72.93% (598/820) 12.18% (902/7,405)

部品 91.29% (346/379) 27.52% (1,213/4,407)

ロール 38.99% (124/318) 29.20% (535/1,832)

専門用語 100.00% (134/134) 97.85% (683/698)

分類 0.00% (0/875) 0.00% (0/2,274)

表 6 Ichiba およびKokubun に対するMeCabの単語切り出し精度

Table 6 The numbers of words and the corresponding F

values.

書誌名 コーパス単語数 F 値 F 値

ユーザ辞書無 ユーザ辞書有

Ichiba 5,406 0.594 0.863

Kokubun 21,730 0.840 0.993

*8 漢数字は時クラス用スクリプト B で算用数字に変換済み．
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表 7 Ichiba のスクリプト（表 1）および固有表現クラス別固有表

現抽出精度 1（F 値）

Table 7 The F-values of named entity extraction for each

script (Table 1) and each class of named entities in

Ichiba.

スクリプト名（表 1 参照）

固有表現クラス N2 A A+B1 A+B1+B2 A+B1+B2+D

時 3 0.000 0.018 0.282 0.282 0.895

場所 0.579 0.685 0.768 0.768 0.768

人名 0.213 0.365 0.429 0.518 0.716

題 0.000 0.812 0.952 0.952 0.952

部品 0.869 0.911 0.911 0.911 0.911

ロール 0.698 0.800 0.838 0.838 0.838

専門用語 0.701 0.904 0.908 0.908 0.908

1 分類は固有表現抽出の対象外．
2 N はユーザ辞書なしでの精度．
3 時クラスは複数単語の組合せを正解としている．

表 8 Kokubun の固有表現クラス別固有表現抽出精度 1（F 値）

Table 8 The F-values of named entity extraction for each class

of named entities in Kokubun.

スクリプト名（表 1 参照）

固有表現クラス N2 A A+B1 A+B1+D

時 3 0.000 0.236 0.620 0.883

場所 0.050 0.533 0.571 0.973

人名 0.060 0.760 0.748 0.775

部品 0.609 0.990 0.990 0.990

ロール 0.618 0.981 0.981 0.981

専門用語 0.698 0.973 0.973 0.973

1 題および分類は注記からの固有表現抽出の対象外．
2 N はユーザ辞書なしでの精度．
3 時クラスは複数単語の組合せを正解としている．

ら 0.518に改善された．ただし，人名クラス用B1は Ichiba

に対して有効である一方，Kokubun では精度の上昇は見ら

れなかった．

Dのデータクリーニングの実行では，時および人名クラ

スの単語群で，解析により形態素に分割されていた氏と

名，年月日などが適切な固有表現にまとめられるため，検

索精度は両コレクションともに上昇した．文字列の一括訂

正についても，抽出精度を高める一助となった．たとえば，

Kokubun の場所クラスでは 1文字の単語を多数判定し，適

合率を低下させていたが，注記文中ではすべて誤りである

ため一括して削除することで，検索適合率が高まり抽出精

度が上昇した．

3.5 スクリプト群の汎用性

表 1 に示すスクリプト群については，B群および Dを

除き，図 1 の手順およびスクリプトの構成を変更せずに，

各コレクションに対し若干の調整を必要とする．本稿で比

較対象としたKokubun は，コレクションの分野，時代，書

名，著者など Ichiba と重複しているため，Kokubun 用ユー

表 9 書誌データごとの固有表現クラス別固有表現出現数 1 に対す

る接続リンク数の割合．カッコ内は接続リンク数および固有表

現出現数

Table 9 The ratios of named entities linked with external re-

sources to the total occurrences.

固有表現クラス Ichiba Kokubun

時 91.70% (221/241) 95.94% (496/517)

場所 81.30% (100/123) 84.15% (690/820)

人名 44.64% (283/634) 11.67% (315/2,699)

題 2 - (-/820) - (-/7,405)

部品 76.78% (291/379) 31.00% (1,366/4,407)

ロール 94.97% (302/318) 85.59% (1,568/1,832)

専門用語 96.27% (129/134) 33.95% (237/698)

分類 79.09% (692/875) 42.26% (961/2,274)

1 全項目中の固有表現出現数．
2 現時点は古典籍著作典拠データにアクセス不可である．

ザ辞書およびオントロジ表現データに用いる単語リストは

Ichiba で作成したリストに新たな単語を追加することで作

成する．

時クラスに対する B1の適用では，両コレクションとも

同じスクリプトを用いる．Kokubun の題クラス判定用 B1

では，注記文中に内題や外題を含む題クラスに相当しない

題などが記載されるため，他のクラスを判定するための材

料として用いる．人名クラス判定用 B1に対しては，コレ

クションに合わせて文脈判定用の記述パターンに変更を加

える．B2は，部品の前に人名が位置するパターンを探索

するが，Kokubun の注記文には該当するものがないため適

用しない．

このように，B群は，各コレクションでの書誌記述内容

および目録記述規則に合わせて固有表現の抽出を試みる場

合の補助手段として用いる．仮に，時クラス以外の判定で

B群の適用を省いても，図 1 で提案するスクリプト群は実

行可能である．

Dは，固有表現由来情報データベースに対し，単語の不

要な重複や分割の調整および訂正を行う．これらも，軽微

なスクリプトの変更で対応可能である．

3.6 抽出単語の外部リンクへの接続の容易さ

抽出単語の外部リンクへの接続の容易さを表 9 に示す．

2.3 節で述べたとおり，単語に対応する外部リンクの候補

をWebから自動抽出することが容易な一方で，外部リンク

への接続を確定することは，書誌提供者の知識量に依存す

る．本研究では，古典籍に詳しくない著者が同定を行って

いるため，専門知識の必要な人名，部品，専門用語，分類

の単語への接続リンク数が少ない（表 9）．一方，時，場所

およびロールについては，hutime [34]および DBpediaな

どで Linked Dataを取得可能な単語が増えているため，同

定は困難ではない．
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3.7 生成した Linked Dataの評価

提案手法によって半自動的に切り出された固有表現群

は，2.4節で構成した書誌オントロジの下，自動的に Linked

Data化することができる．つまり，部品や来歴を含む書

誌情報を整合的に Linked Dataとすることができる．

3.8 提案手法の適用可能性

前述のように，提案手法は Ichiba を対象として構築を

行った．この手法を Kokubun へ適用する段階では，辞書

用単語追加，文脈・推測による固有表現判定およびデータ

クリーニングスクリプトに対し，Kokubun の注記規則に合

わせて修正を行った．このように，提案手法は対象コレク

ションに対する軽微な調整で適用することができる．

4. まとめと議論

古典籍書籍データの主に注記に含まれる，序や跋などの

部品に関する情報を半自動的に Linked Data化する手法を

提案した．2つの規模の異なるコレクションに対して適用

することで，その有効性を示した．コレクションへの対応

の差は，注記の記述規則に応じたスクリプトの変更と形態

素解析用辞書の追加であった．

2.2 節の固有表現抽出手法は，非構造化テキスト文から

固有表現となる単語を抽出する先行研究を参考にしている．

たとえば，川村らは，形態素解析ツールの辞書に研究対象

文の分野に近い単語を収集したものを利用した [35]．また，

コーパスからある程度の法則性を見い出し，類似パターン

を基に単語がどの固有表現クラスに該当するか分類した．

Ulicnyは，抽出した単語の周辺にある単語との共起性を測

定し，確率で判定する機械学習の手法を提案した [26]．

2.4 節の書誌オントロジの構築では，オントロジを基に

した Linked Dataの参考例として，EDM [29]を文化財書

誌データに適用した Europeana [36]プロジェクトがある．

EDMは，文化財オントロジ CIDOC CRM [30]を基に，多

様なアーカイブ資料を統合しながら，作品を構成する部品

と出来事の両方についての記述を行う．また，図書資料情

報を提供するWorldCat.org [37] では，schema.org [38] に

よる語彙定義と BIBFRAME [39]を基にした資料間の関係

明示を行う．

しかし，近年では，Linked Dataの作成自体は数多く行

われている一方で，上記汎用オントロジあるいは独自ドメ

インオントロジの利用例は少なく，Linked Dataに使用さ

れている語彙を構造化したデータが公開されていないこと

が課題となっている [40]．

そこで，これまで著者は，Ichiba を実例に，古典籍の構

成に対応する部品情報を取得可能な Linked Dataの作成を

半自動化する手法を提案してきた．本稿では，研究対象と

して Ichiba に加えて，Kokubun を用いて半自動化を実行

し，提案手法が別の古典籍書誌データでも実行可能である

ことを示した．その結果，提案手法が手作業によるコスト

削減に有効であることを示した．ただし，語彙情報の正確

性は，古典籍の専門家の協力によって担保される．

特に，本稿で扱ったコレクションと類似分野では，1度

作成したMeCabユーザ辞書，OWL形式の語彙情報の再

利用が可能であるため，軽微な追加作業を通じて，他のコ

レクションの分析に応用することが可能である．
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